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Fig. 1 Experimental stimuli

Fig. 2 Experimental set-up for the action
and outcomes phase Fig. 3  Mean looking times during outcomes phase

インタラクションにおける社会的手がか
りによって、乳児は、環境から有益な情
報を取り出すことが可能となる。
本研究では、9ヵ月児を対象に、アイ

コンタクトが、物体処理にどのような影
響を与えるかを検討。２つのタイプのイ
ンタラクション->物体を呈示していると
きのインタラクションでアイコンタクトあ
り、なしの2条件(action phase, Fig. 2 
(a))。その後、３つのoutcomes(Fig. 2 
(b))で注視時間を測定。

結果
・アイコンタクトあり：物体が変化した

ときに注視時間が長い。
・アイコンタクトなし：物体及び場所の

変化に対して注視時間が長い。

結論
9ヵ月児の物体表象は、インタラクショ

ン下のアイコンタクトによりmodulateさ
れる。
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